
な
古
註
と
に
よ
っ
て
完
全
に
攣
形
さ
れ
て
現
れ
た
。

　
（
十
九
年
二
月
築
地
書
店
獲
行
）
、
定
債
十
二
圓
四
十
五
銭
、

　
之
亮
）
．

（
村
田
数

彙

華尺

讃
　
　
史
　
　
禽

　
國
史
學
愈
大
愈
　
本
年
度
の
大
會
は
｝
、
日
本
丈
化
の
高
揚
」
な
る
主
題
を

褐
げ
て
、
五
月
十
四
日
の
午
後
（
於
樂
友
愈
館
講
演
室
）
よ
り
夜
（
於
武
者
小

路
千
家
弘
㎜
迫
由
庵
）
に
か
け
て
關
一
か
れ
、
左
記
の
研
究
嚢
士
衣
＃
月
び
に
㎝
講
演
が
あ

っ
た
。
畿
蓑
者
の
置
攣
な
る
態
麓
は
、
緊
薄
し
．
た
時
局
の
下
に
國
史
墨
h
へ
の

期
待
愈
々
大
き
い
も
の
が
あ
る
隠
、
こ
れ
に
癒
ず
べ
き
學
徒
の
萎
々
健
准
で

あ
る
こ
と
を
確
認
せ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
一
、
装
飾
的
精
憩
と
六
法
的
理
念
　
　
　
　
本
　
庄
　
宗
　
正
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
コ
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
壇
否
運
或
ひ
は
狩
野
派
一
の
茄
色
砂
か
ら
装
飾
的
な
も
の
を
廓
（
取
る
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

が
躍
・
な
る
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
の
日
済
陳
㎝
で
も
な
く
、
又
派
手
な
も
の
な
る
評
盈
も

超
え
て
一
癖
壽
賓
た
る
五
戸
々
に
（
多
’
・
分
作
家
自
身
に
も
）
謂
は
”
過
去
と
現
在
．
と
が

融
合
っ
て
一
つ
と
な
っ
て
み
る
感
を
翼
さ
す
所
以
、
又
俵
屋
と
翻
し
た
宗
蓮

が
髪
飾
的
越
…
壷
に
親
近
性
を
山
有
し
、
そ
の
画
題
作
中
に
源
氏
物
語
の
帯
一
黒
川
に
取

材
す
る
も
の
が
あ
る
所
以
な
ど
を
設
問
し
、
暴
給
よ
り
も
彩
色
給
に
競
近
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

、
を
有
す
る
と
語
っ
た
宣
長
の
語
を
引
い
て
、
思
事
に
は
六
法
の
理
念
と
近
世

曲謝

e
と
の
交
錯
、
展
開
が
一
見
ら
れ
る
と
蓮
べ
、
時
代
の
好
み
や
流
行
〃
は
偶
然

彙

報

　
の
如
く
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
暦
密
爾
に
生
の
原
理
に
結
ば
れ
て
み
る

　
も
の
が
あ
る
こ
．
と
粒
認
ゆ
た
〇

　
　
　
一
、
明
治
初
年
・
に
於
け
る
日
本
國
家
生
域
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
「
美
　
根
　
道
　
廣
氏

　
明
治
初
年
の
歴
史
の
展
開
は
創
業
の
大
目
紳
を
以
っ
て
進
め
ら
れ
我
が
國

、
家
の
本
質
が
爽
展
の
中
に
現
前
躍
動
し
た
所
で
あ
る
。
薪
思
想
新
風
潮
と
共

　
に
保
守
的
立
揚
よ
P
も
多
く
の
問
題
が
獲
現
し
た
。
人
心
の
分
散
磨
擦
傳
統

的
信
念
の
動
揺
は
生
長
す
る
日
本
國
家
の
性
格
把
握
を
慧
務
な
ら
し
め
た
。

　
こ
の
時
に
常
【
り
幅
灘
鄭
酬
吉
蹴
僧
す
所
の
痔
『
丈
明
論
…
之
概
略
日
は
時
代
の
困
難
を

　
そ
の
ま
蕊
書
中
に
反
映
し
つ
エ
も
七
二
の
牢
質
を
深
く
考
へ
生
長
す
る
偶
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

的
主
量
的
世
界
と
日
牢
國
家
黒
塗
の
要
義
と
の
闘
係
を
洞
察
す
る
上
に
多
く

　
の
示
唆
を
與
へ
る
も
の
と
思
は
れ
る
Q

　
　
　
一
、
建
武
中
興
と
大
忌
夢
窓
繭
國
師
　
　
　
篠
　
　
崎
　
　
　
勝
氏

　
後
醍
醐
天
皇
の
鴻
誤
を
、
輝
宗
に
…
寓
し
奉
る
御
叡
慮
と
御
代
績
の
上
に
葬

察
し
大
燈
夢
窓
爾
國
師
に
依
る
輝
宗
の
興
隆
が
建
武
中
興
の
歴
史
的
精
憩
と

‘
離
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
事
を
考
へ
、
歴
史
的
命
脈
の
自
認
に
基
く
國

史
と
輝
宗
の
紐
帯
が
張
く
其
の
間
に
見
ら
れ
る
事
を
指
摘
す
る
事
に
依
P
、

蝋騨

ﾆ
の
立
…
揚
と
其
の
恩
想
が
、
中
世
に
於
る
旧
歴
史
的
精
紬
…
の
二
目
駿
に
傑
…
い
蘭

聯
を
膚
F
す
る
事
實
を
明
一
か
に
し
ポ
う
と
し
て
、
・
先
づ
　
麺
山
上
皇
、
後
宇
多

　
上
皇
、
後
醍
醐
天
皇
の
、
山
窟
寺
・
大
徳
寺
・
騙
川
寺
等
に
注
が
せ
給
ひ
し

　
御
理
想
を
概
糊
冒
し
ψ
挙
P
、
大
山
態
様
雨
闘
　
師
に
依
る
新
堀
脚
風
の
扶
竪
に
就
い

　
て
、
其
の
一
端
を
蓮
べ
る
と
こ
．
う
が
あ
っ
た
。

　
　
　
一
、
中
世
榊
道
恩
許
心
の
性
格
即
　
　
　
　
　
　
玉
　
閏
　
義
　
誰
穴
氏

　
　
我
が
國
紳
道
史
上
寧
億
は
組
識
的
噛
騨
道
理
論
の
始
め
て
衝
現
し
た
事
に
於

第
二
十
九
巻
駕
三
號

一
〇
五

（　31r．　）



彙

報

て
注
目
す
べ
き
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
に
就
い
て
は
佛
教
、
二
丁
の
如
き
外
部

よ
D
の
影
導
の
み
を
考
へ
る
べ
逢
で
な
く
、
畠
憩
道
内
蔀
㎜
に
あ
っ
て
竜
そ
の
褒
」

達
を
促
す
べ
竃
沼
気
の
存
し
た
こ
と
に
注
意
を
搾
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
、

紳
擢
舐
信
仰
の
墜
濫
、
伊
勢
ゐ
盲
田
紳
道
に
見
る
如
丁
薫
ご
兀
三
哲
墨
・
的
憩
格
…
の
出

現
等
を
説
き
、
そ
の
過
程
を
「
灘
の
三
二
旧
の
聯
絡
…
向
上
し
て
凡
て
の
繭
旧
を
包

糠
…
せ
し
め
ん
と
す
る
轟
思
燃
圃
及
び
紬
愚
逗
の
規
範
的
部
面
に
於
て
入
心
に
二
三
性
を

認
め
ん
と
す
る
思
想
よ
り
生
成
し
た
竜
の
虚
解
し
た
。

　
　
一
、
欧
米
人
の
日
本
槻
三
韓
考
　
　
　
　
　
今
　
中
　
桂
　
二
氏

　
十
六
世
祀
の
欧
米
人
（
イ
ベ
リ
ア
國
民
〉
が
初
め
て
臼
本
に
接
し
た
時
よ
り

今
旦
に
薫
る
ま
で
、
彼
等
の
我
國
に
封
ず
る
思
想
の
三
た
び
墜
羨
し
て
る
る

こ
と
‘
を
脂
摘
し
、
は
じ
め
は
溢
美
の
讃
詞
を
漏
し
、
次
い
で
は
未
聞
野
螢
の

異
教
徒
と
属
し
、
途
に
は
世
界
の
強
國
と
し
て
、
彼
等
の
東
洋
に
於
け
る
野

望
の
防
衛
者
た
る
地
歩
を
嚴
存
せ
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
事
構
を
こ

の
間
に
於
け
る
彼
此
の
政
治
的
丈
化
的
な
展
開
の
過
程
に
つ
い
て
叙
述
し
比

較
考
察
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
、
吉
代
信
仰
に
於
け
る
嬢
魂
に
就
い
て
　
五
　

來
　
　

重
氏

お
が
古
代
信
仰
に
於
け
る
榊
概
念
の
三
農
過
程
に
は
｝
震
階
が
あ
労
、
普

　
　
　
　
　
　
じ
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
へ

遍
存
在
と
し
て
の
モ
ノ
よ
り
特
殊
存
在
と
し
て
の
タ
マ
に
至
っ
て
や
玉
具
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

化
し
、
こ
れ
が
側
荊
存
在
と
し
て
の
カ
ミ
に
至
っ
て
具
艦
的
、
．
謄
史
的
概
念

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

と
な
る
。
こ
の
タ
マ
に
は
生
命
の
源
泉
と
し
て
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
タ
マ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

持
殊
能
力
の
根
原
と
し
て
の
一
、
ナ
表
象
的
な
タ
マ
と
の
二
面
が
あ
り
、
こ
の

後
者
の
最
高
な
る
も
の
が
わ
が
國
の
政
治
的
、
軍
事
的
、
宗
歎
的
㌣
丈
化
的

　
　
　
　
　
　
　
こ
オ
の
レ
ノ
こ
ク
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ノ
ラ
こ
コ
ト
ノ
こ
ク
マ

な
力
の
源
た
る
「
皇
租
之
霧
」
で
あ
り
、
大
稜
威
の
源
た
る
「
天
皇
論
難
」

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
九
｛
壱
　
　
第
三
驚
脳
　
　
　
一
〇
山
ハ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
。
こ
の
ミ
タ
マ
の
塗
殖
分
搬
出
を
湘
鍬
い
て
わ
れ
ノ
＼
國
昆
は
天
業
枕
阻
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
り

に
翼
養
し
奉
る
こ
と
が
爾
織
る
所
以
を
古
代
信
仰
に
於
け
る
ミ
タ
マ
ノ
ブ
ユ

（
愚
頼
）
と
金
鶏
の
淋
　
話
を
例
と
し
て
の
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
r
一
、
年
安
山
尽
に
於
け
る
綾
敷
の
…
幕
築
　
　
」
　
林
羅
一
辰
三
郎
氏

　
鋳
縦
敷
は
紀
K
一
見
ゆ
る
假
肢
に
そ
の
源
流
を
持
ち
、
そ
の
原
初
意
味
は
折
口

信
央
糠
…
士
の
既
に
説
か
れ
た
如
↑
く
で
あ
る
が
、
．
年
酒
巾
期
以
降
　
そ
の
樵
皿
築
が

由
示
都
の
流
行
と
な
っ
た
柵
揚
合
、
も
は
や
そ
の
↓
百
義
は
失
は
れ
留
幣
K
泰
幣
列
｛
見
物
」

の
利
便
と
二
丁
の
爲
に
醤
ま
れ
た
。
承
暦
永
保
の
頃
新
翼
階
級
た
る
受
領
暦

．
の
人
々
が
燈
下
過
差
な
る
禮
敷
を
欝
へ
、
穫
激
構
築
の
糞
展
は
そ
の
存
在
の

故
に
行
幸
路
を
曲
げ
さ
し
む
る
も
の
さ
へ
生
ん
だ
。
ま
た
＝
尋
者
が
頭
洞
…
石

面
で
禮
藪
の
賃
貸
を
業
と
し
た
例
も
あ
る
。
縷
敷
催
…
築
は
出
自
京
て
ふ
都
市

形
貌
に
比
し
些
細
な
事
實
の
如
く
乍
ら
、
管
ハ
に
都
市
生
活
の
＝
圓
を
宛
ら
具

象
化
す
る
竜
の
で
あ
ら
う
。

　
　
一
、
藝
道
に
於
け
る
型
と
傳
統
　
　
　
　
　
千
　
　
避
　
　
雄
氏

　
智
漁
不
編
聯
踊
演
溜
馴
な
ど
時
闇
一
性
の
鼎
暴
術
…
を
精
融
旧
史
的
考
察
の
…
封
象
と
す
る
「

時
、
過
去
の
作
品
の
檬
式
を
直
接
知
り
得
ぬ
こ
と
は
一
大
障
害
で
あ
る
が
、
そ

の
て
が
か
り
に
は
そ
の
藪
W
術
の
教
育
に
見
る
師
養
相
承
を
趨
じ
て
像
紳
腕
と
そ

の
表
現
な
る
型
の
相
僻
が
．
あ
り
、
秘
癖
、
流
儀
、
家
の
藝
等
の
問
題
に
必
然

的
K
考
へ
及
ば
ね
ば
な
あ
ぬ
。
保
守
退
嬰
酌
な
も
の
と
見
ら
れ
易
い
流
儀
、

組
織
、
世
軸
輿
家
蝋
型
の
中
に
却
っ
て
熱
田
粥
の
き
び
し
い
鍛
錬
と
目
ざ
ま
し
い
獲

展
と
が
つ
づ
け
ら
れ
る
心
か
エ
る
菰
鰺
氾
の
傳
二
身
へ
の
反
省
［
は
一
面
過
去
の
藏
凹

術
綴
　
式
を
知
る
手
段
で
あ
る
と
共
に
叉
そ
れ
蜜
身
爵
本
文
化
の
本
・
質
へ
の
考

察
．
で
竜
あ
り
得
る
と
し
た
。

（｛14）



　
　
一
、
肉
科
大
、
臣
　
　
　

角
田
文
侮
氏

挺
に
山
科
大
臣
と
呼
ば
れ
る
」
右
大
臣
藤
、
原
茸
人
の
政
治
的
生
涯
を
検
討

し
、
彼
の
現
實
・
王
鵡
貌
的
政
活
鯉
が
、
永
手
、
榊
王
を
承
け
、
更
に
繕
嗣
、
臨

年
に
よ
っ
て
総
承
さ
れ
る
纒
過
を
究
明
し
、
．
か
エ
る
政
治
窺
が
要
請
さ
れ
、

か
つ
没
落
す
る
内
面
的
必
然
性
を
論
議
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
左
大
臣
凶

年
の
悲
劇
的
立
場
を
明
に
し
て
、
日
本
古
典
丈
化
の
藤
津
に
就
い
て
解
繹
す

る
所
が
あ
っ
た
。

　
　
一
、
後
醍
醐
天
皇
御
政
務
の
一
端
　
　
　
　
申
　
村
　
直
　
勝
氏

　
昨
年
整
理
し
た
東
大
寺
丈
堂
μ
に
元
弘
三
年
目
月
日
の
寺
訴
條
々
次
第
亭
な

る
七
ケ
亜
型
の
案
山
久
の
あ
る
に
よ
り
、
…
從
來
所
傭
の
な
か
っ
た
特
筆
醍
醐
天
皇
笠

置
行
宮
に
於
け
る
御
政
務
の
一
端
を
偲
び
蘇
り
、
東
大
寺
よ
り
訴
へ
奉
っ
た

土
地
及
び
所
得
に
閥
す
る
主
張
遊
蓮
じ
て
中
興
御
致
治
と
の
矛
盾
を
指
摘

し
、
當
時
笠
置
寺
よ
り
殿
鞍
の
御
書
を
下
さ
れ
た
K
も
拘
ら
ず
、
寺
家
の
虫

就
を
誤
う
た
夢
｛
貰
髪
報
じ
、
こ
の
行
一
宮
一
ケ
月
の
御
起
居
の
貿
務
の
み
な
ら

ず
政
務
に
も
多
端
で
あ
っ
た
御
翌
績
を
明
に
し
奉
っ
た
Q

　
　
　
　
國
史
研
究
室
近
況

　
費
習
見
學
　
時
局
の
要
講
に
磨
へ
て
畢
徒
の
勤
勢
動
員
が
爽
令
さ
れ
、
勇

躍
事
に
赴
け
る
と
き
、
國
史
研
究
室
に
お
い
て
は
、
教
室
に
於
け
る
益
田
に

併
せ
て
箕
際
に
日
本
黒
化
と
そ
の
墓
園
と
を
把
握
す
べ
く
、
昨
秋
に
引
飯
き

質
習
見
m
孕
を
計
慰
し
、
沓
㎝
教
嘗
二
父
互
に
指
導
に
當
っ
て
左
記
の
如
く
各
所
に

赴
く
こ
と
が
あ
っ
た
O
・

　
一
、
緯
…
離
．
官
門
拝
槻
　
五
月
十
三
日
（
土
）
午
前
、
西
沼
㎝
歌
澱
い
以
下
鵜
繭
教
官
の

引
奉
の
下
に
、
初
夏
の
風
熱
る
離
断
の
殿
宇
、
御
苑
を
拝
塑
し
、
一
木
一
石

藥

報

に
も
名
匠
の
凝
し
た
苦
心
の
縫
膏
に
臼
を
瞠
っ
た
。
拝
槻
絡
つ
’
て
一
同
潜
西

松
尾
紳
殿
に
叱
稲
P
、
霊
・
父
衛
共
に
し
て
後
同
社
漁
誕
籏
の
山
自
文
灘
口
勘
葬
短
し

た
。

　
一
、
向
墨
壷
・
乙
訓
一
振
　
鑑
月
廿
五
旨
全
等
）
糞
痴
傑
、
郎
丁
田
蜘
講
師
の
指
㎝
導
に

て
向
紳
羅
を
訪
ひ
、
殴
矯
日
本
書
紀
を
は
じ
め
、
現
海
鼠
創
建
に
零
す
る
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

永
廿
八
年
以
下
の
棟
札
を
舞
見
、
宮
座
の
組
織
に
就
い
て
拝
聰
し
、
次
い
で

乙
訓
寺
に
滲
っ
て
は
聖
｛
徳
太
子
、
空
海
、
宇
多
法
皇
等
の
御
・
田
緒
を
回
想

し
、
寺
域
よ
り
出
土
し
た
元
乙
訓
寺
撒
瓦
を
調
査
し
た
〇

　
一
、
曼
珠
院
・
詩
仙
堂
　
六
月
一
日
く
木
）
午
後
、
藤
助
教
授
引
率
し
て
先

づ
竹
内
門
駄
～
基
｛
珠
院
の
殿
舎
晦
閥
等
を
拝
榊
児
、
閑
｛
叔
な
沙
庭
を
前
に
落
ハ
を
汲

ん
で
天
台
門
跡
．
寺
院
の
潰
…
長
を
語
P
、
次
い
で
詩
仙
累
堂
を
訪
…
れ
て
は
酷
純
量
「
武

士
の
隠
逸
の
跡
を
偲
び
、
石
川
出
山
の
詩
境
に
接
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　
一
、
長
楽
寺
・
管
路
榊
祉
　
六
月
八
貯
（
太
・
）
午
後
、
深
田
教
授
指
諜
の
下
に

行
一
は
れ
た
。
ま
つ
太
轟
坐
廣
隆
卑
V
に
つ
い
て
、
聖
徳
太
子
の
御
一
絡
…
憩
と
と
も
に

伽
藍
配
置
め
特
殊
姐
体
式
お
よ
び
太
山
楽
の
地
に
つ
い
て
大
陸
丈
化
と
の
交
渉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
つ

聰
審
、
梅
津
長
編
寺
に
赴
き
、
醒
賓
花
園
天
皇
震
影
、
花
園
天
皇
農
翰
潟
林

道
咬
邊
行
一
循
町
浦
息
、
古
林
斌
繁
茂
筆
月
華
W
追
號
の
三
幅
を
心
ゆ
く
ば
か
り
謁
見

し
て
、
天
資
曲
央
趨
に
わ
た
ら
せ
た
ま
へ
る
悪
徳
の
一
端
を
拝
し
奉
る
と
と
も

に
、
天
皇
の
御
　
鑑
、
依
を
蒙
る
こ
と
深
か
っ
た
罰
桿
師
の
風
絡
…
を
仰
い
だ
。
そ
れ

よ
り
西
行
一
し
て
梅
宮
軍
記
に
詣
り
、
創
立
出
品
橘
氏
の
事
蹟
を
偲
び
、
年
安
時

代
豪
挨
の
生
活
糠
相
に
つ
い
て
思
ひ
を
廻
ら
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
〇

　
一
、
修
頚
上
離
宮
墾
田
　
六
月
十
日
（
土
）
午
後
、
東
伏
見
離
離
を
は
じ
め

諸
教
官
以
下
洛
北
修
箆
・
院
離
宮
を
拝
親
し
た
。
後
水
尾
上
皇
以
一
跨
象
の
御

静
衆
二
十
九
小
奄
　
第
三
號

一
〇
七

（3ユ5）



彙

課

改
修
が
魑
あ
り
、
穂
州
時
代
の
様
式
は
上
、
中
、
下
の
御
茶
．
屋
と
そ
の
庭
園
に

そ
れ
ぐ
示
さ
れ
て
み
て
典
型
的
な
も
の
が
あ
っ
た
。
猛
ハ
等
三
つ
の
御
樒
…
域
．

が
田
而
圃
の
う
ち
に
布
羅
さ
れ
て
あ
る
こ
と
も
、
親
し
く
農
耕
の
舳
労
苦
を
み
そ

な
は
せ
た
ま
ふ
御
　
た
よ
り
か
と
乱
せ
ら
れ
て
常
に
大
御
心
な
百
姓
の
上
に
そ

エ
が
せ
た
ま
へ
る
黎
穂
を
偲
び
牽
る
の
は
畏
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
、
　
南
畑
聰
旧
寺
本
坊
　
　
山
ハ
ヨ
〃
山
－
五
門
目
（
ホ
小
）
偏
十
後
、
　
串
村
助
教
楓
低
噌
引
目
牛
し
て
へ

南
榔
寺
本
坊
の
殿
＾
曾
、
庭
園
を
N
土
星
こ
抑
勘
の
後
、
「
薪
唱
」
車
陶
脚
岬
寺
丈
鍛
局
を
h
被
側
記

し
て
、
麺
山
上
皇
御
瞬
依
以
來
五
山
の
上
に
位
し
た
嘲
牌
風
の
農
開
を
察
し
、

又
室
町
時
代
に
こ
の
寺
内
に
木
材
の
商
蝿
果
一
頭
曲
宮
が
行
は
れ
て
る
た
こ
と
、

吉
利
．
支
丹
禁
劇
医
聖
の
興
味
あ
る
典
三
等
を
見
る
と
之
う
が
あ
っ
た
。

　
坤
讃
史
A
懸
例
愈
一
　
四
月
廿
七
臼
　
夜
、
陳
列
館
演
習
釜
に
て
開
催
、
左
詑
の
研

究
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
御
申
陰
祭
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋
山
屋
溝
郎
氏

　
賀
茂
下
瓶
に
行
は
れ
る
彿
、
鼎
陰
祭
の
現
歎
調
査
の
報
告
と
、
併
せ
て
噛
癸
祭
の

無孜

冾
ﾆ
こ
の
祭
磯
一
と
の
闘
酬
係
に
及
び
、
議
不
祉
の
祭
り
は
識
百
く
御
　
衆
望
知
に
あ
る

こ
と
を
推
定
し
た
。
且
つ
そ
の
祭
儀
の
既
に
申
世
に
於
け
る
攣
遜
淫
上
敵
、
の

御
阿
禮
と
比
較
し
て
考
察
し
、
肝
馬
，
上
榊
申
辛
、
憩
嬢
鞭
幕
濫
の
形
式
の
二
問
題
に

つ
慧
舎
地
の
實
衝
を
引
い
て
樺
式
的
な
考
察
を
試
み
た
。
ヒ

　
　
兵
庫
縣
熊
訳
村
見
聞
紀
　
　
　
　
　
藤
　
　
直
　
幹
氏

　
今
襟
積
雪
を
踏
ん
で
但
馬
養
父
郡
熊
次
村
に
入
っ
た
見
聞
の
報
轡
で
あ

る
O
帥
醐
麟
一
下
山
門
村
の
登
園
、
朱
一
の
　
村
民
の
生
｝
満
に
つ
い
て
の
興
〔
礫
～
深
い
槻
阻
祭

が
あ
η
、
且
つ
血
緑
的
な
集
囲
と
し
て
の
マ
キ
そ
の
他
の
組
織
を
歴
史
的
に

討
ね
、
そ
れ
が
穣
濟
的
な
生
活
に
も
深
く
閣
標
し
て
み
る
盛
事
を
臨
く
解
剖

さ
れ
た
。

第
二
十
九
巻
　
第
三
號

一
〇
八

　
　
　
　
東
亜
研
究
所
委
託
喜
業
部
講
演
愈

　
東
洋
典
研
究
憲
に
於
て
絃
昭
和
十
六
年
・
以
降
、
｛
県
亜
研
究
所
の
一
委
託
を
受

け
、
欧
米
楓
勢
力
の
｛
封
山
久
勢
力
滲
遽
史
の
㎞
闘
査
へ
駕
娩
意
い
遊
め
つ
ム
あ
っ
た
が
、

こ
の
程
そ
の
第
一
期
を
絡
了
、
恰
も
同
じ
調
査
員
の
東
京
側
諸
氏
を
迎
へ
、

共
に
そ
の
成
果
の
一
蔀
を
欝
訟
表
し
、
恥
世
の
要
望
に
腋
…
へ
る
こ
と
蕊
な
り
、
東
．

距
研
究
所
・
王
催
の
下
に
そ
の
京
都
に
於
旧
る
第
…
回
の
公
開
蜥
講
演
禽
を
五
日
〃

十
五
日
午
後
一
時
よ
つ
北
白
川
東
方
丈
化
研
究
所
に
於
て
．
開
促
し
た
。
三
日

は
総
凹
長
三
田
博
士
も
禺
席
、
M
囲
楡
μ
の
僻
を
遡
べ
ら
れ
、
各
融
講
師
ま
た
，
血
天
々
日

頃
の
．
蕪
繭
畜
を
傾
け
、
臓
和
衆
に
多
大
の
｛
懲
銘
を
鼠
ハ
へ
、
盛
愉
伺
で
あ
っ
た
。
講
…
師

演
題
、
左
の
如
し
。

｝　　　I　　　N　　　S

鞭
央
晶
國
の
廣
東
入
山
甲
要

求
に
銘
す
る
一
考
察

支
那
の
開
闘
と
三
際
四
法

開
港
以
臨
初
の
漉
佃
國
游
四
三
事
真
田

・
支
那
移
民
を
因
る
軽
賎

閾
剛
係
の
纏
縫
…
に
畠
就
て

西
洋
屍
辞
書
愈

田寄植内

村部田田

幸健捷吟

策夫雄風

　
例
一
槍
四
　
閥
暦
月
二
十
一
日
午
後
三
時
よ
り
原
敏
授
室
に
て
第
三
画
例
倉
N
髪
開
一

催
。
閏
猛
者
は
、
原
敏
授
、
村
田
講
師
以
下
九
名
。

　
　
一
、
戦
争
史
學
の
基
本
問
題
　
　

尋
　
前
川
貞
訳
論
難

　
例
儲
口
　
五
月
十
三
日
午
後
一
二
時
よ
り
原
鉱
削
孜
蜜
に
て
第
四
圓
上
面
偏
を
開

催
○
限
耀
者
は
、
原
教
授
、
鈴
木
、
井
上
爾
助
教
授
、
中
山
講
師
以
下
十
況
名
。

　
　
一
、
歴
史
と
政
治
と
の
閥
係
に
就
い
て
　
西
井
克
己
氏
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地
・
理
學
談
話
愈

　
例
倉
六
月
＋
七
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り
地
理
學
實
脅
室
に
於
て
左
記
班

究
褒
表
を
行
っ
た
。
出
席
者
小
牧
教
授
を
は
じ
め
盛
名
。

　
　
一
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
開
旧
史
　
　
　
　
　
村
　
上
．
次
　
男
氏

　
　
一
、
北
支
見
聞
記
　
　
　

木
村
憲
治
氏

　
　
　
　
考
古
學
教
室
の
遣
跡
調
査

　
網
、
備
中
高
島
史
前
逡
跡
の
第
二
回
調
査
　
五
月
入
目
か
ら
十
八
日
に
互

っ
て
第
一
回
同
様
同
地
高
島
聖
蹟
保
存
倉
の
擾
助
を
受
け
て
獲
掘
調
査
を
群

行
し
た
。
参
加
者
は
梅
原
教
授
。
小
林
助
手
・
乱
塾
副
手
。
及
川
大
學
院
野

生
の
四
名
で
、
今
回
は
同
島
黒
土
に
於
け
る
痕
跡
を
四
ケ
所
に
互
っ
て
登
掘

し
、
王
泊
K
於
け
る
と
略
々
同
一
の
盛
物
包
含
歌
態
を
確
め
る
と
共
K
多
数

の
土
器
を
得
、
そ
の
最
下
の
暦
に
於
い
て
中
期
」
縄
丈
式
土
器
片
の
慧
存
す
る

こ
と
を
注
意
し
た
。
な
ほ
こ
の
調
査
を
利
期
し
て
梅
原
Q
小
林
の
雨
名
は
淺

口
郡
寓
［
田
　
村
の
宗
灘
誹
即
雄
～
氏
を
訪
問
馬
同
氏
蒐
集
に
係
る
響
斎
田
な
中
灘
　
貝
塚

．
田
［
土
品
を
調
査
す
る
所
が
あ
っ
充
。

　
巖
、
近
江
栗
太
郡
安
饗
寺
士
D
墳
調
山
査
　
昭
和
九
年
・
三
月
探
土
工
事
の
際
偶

然
粘
土
榔
に
掘
嘗
り
多
数
の
鼎
巡
物
を
出
［
し
た
同
地
大
塚
古
［
墳
に
謝
し
て
外
形

の
費
…
凋
そ
の
他
の
基
本
調
査
を
行
一
ふ
一
篇
に
、
六
日
〃
二
・
三
の
雨
日
梅
原
教
授

角
μ
田
副
手
・
澄
閏
・
松
田
・
及
川
・
林
の
六
名
が
出
　
掛
け
て
、
宇
野
米
太
郎

氏
外
土
地
の
有
志
の
援
助
の
下
に
こ
れ
を
一
行
し
、
附
近
の
大
規
模
な
前
方

後
圓
形
の
椿
山
古
墳
を
も
併
せ
て
競
察
す
る
所
が
あ
っ
た
。

倉

報

曾
・

報

　
　
　
　
史
軒
口
究
愈
評
議
員
禽

　
五
月
四
目
午
後
四
時
よ
り
陳
列
館
貴
賓
室
に
て
開
催
、
各
評
畿
員
並
に
不

破
委
隠
貝
出
席
皿
。
西
田
詐
議
財
貝
よ
り
「
史
林
獲
行
～
所
醜
愛
更
の
件
」
に
就
い
て
提

案
あ
u
、
出
庸
評
議
員
異
議
な
く
養
成
、
雲
叢
（
第
廿
九
巷
翅
翼
號
）
よ
り
星

野
書
店
に
て
爽
行
一
と
決
定
せ
り
。

　
侮
此
際
『
史
林
』
の
三
者
網
の
撲
張
芝
展
方
策
と
し
て
難
誌
内
容
等
に
浸
し

て
各
評
議
員
よ
り
種
々
出
忌
日
乃
の
開
引
際
あ
り
た
り
。

　
　
　
曾
員
　
動
静

　
　
◇
入
　
　
　
愈
．

吹
田
市
垂
水
一
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
　
合
　
大
　
一
斗

兵
康
縣
武
庫
郡
良
元
村
賓
塚
南
口
　
　
　
眞
島
行
雄
氏

京
城
府
孝
子
町
七
〇
ノ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
　
　
丙
　
　
周
氏

大
阪
府
北
河
内
郡
駿
歴
川
町
宇
秦
七
蕊
○
ノ
ニ
　
豊
野
住
宅
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
葉
田
’
伊
之
助
氏

、
山
泉
都
山
巾
左
山
兄
山
田
中
一
二
井
町
一
六
　
　
五
貼
隅
方
　
　
　
肯
圃
　
　
田
　
　
　
　
¶
弘
氏

京
城
府
中
隆
倭
城
一
町
総
督
府
官
含
第
十
一
號
　
有
光
教
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
看
不
破
幹
雄
紹
介
）

大
阪
府
豊
能
郡
箕
面
村
年
尾
三
七
四
　
　
　
　
　
．
大
　
　
庭
　
　
脩
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
猪
谷
文
臣
氏
紹
介
）

第
二
十
九
巷
　
第
三
號

一
〇
九
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禽1諸

報

滋
賀
縣
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